
漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

テ
ー
マ
①

テ
ー
マ
①

ID

〇　

形
の
似
て
い
る
漢
字

・
部
首
だ
け
異
な
る
漢
字

漢
字
に
は
、
部
首
だ
け
が
異
な
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
部
首
が
意
味
を
表
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
が
音
を
表
す
漢
字
が
多
い

た
め
、
部
首
だ
け
異
な
る
漢
字
は
音
読
み
が
同
じ
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

﹇
例
﹈
晴　

―　

清　

―　

請

組　

―　

祖　

―　

租

板　

―　

版

剤　

―　

済

堤　

―　

提

俳　

―　

排

・
形
が
似
て
い
る
部
首

部
首
の
中
に
は
、
形
が
似
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

﹇
例
﹈ 

（
に
ん
べ
ん
） 

俊
・
伴
・
優
・
使

 

（
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
） 

律
・
御
・
従
・
徹

 

（
こ
ろ
も
へ
ん
） 

補
・
裕
・
複

 

（
し
め
す
へ
ん
） 

福
・
禅
・
神

 

（
さ
ん
ず
い
） 

海
・
池
・
涼

 

（
に
す
い
） 

凝
・
凍
・
冷

薮 怏軾 餅怡勗



漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

テ
ー
マ
②

テ
ー
マ
②

ID

〇　

漢
字
三
字
の
熟
語

漢
字
三
字
の
熟
語
の
構
成
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

衣
食
住（
衣
‐
食
‐
住
） 

松
竹
梅（
松
‐
竹
‐
梅
）

大
中
小（
大
‐
中
‐
小
） 

甲
乙
丙（
甲
‐
乙
‐
丙
）

②　

一
字
の
漢
字
と
二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

未
解
決（
未
‐
解
決
） 

初
対
面（
初
‐
対
面
） 

不
名
誉（
不
‐
名
誉
）

自
意
識（
自
‐
意
識
） 

手
荷
物（
手
‐
荷
物
） 

再
提
出（
再
‐
提
出
）

③　

二
字
の
熟
語
と
一
字
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

大
衆
化（
大
衆
‐
化
） 

指
揮
権（
指
揮
‐
権
） 

独
創
性（
独
創
‐
性
）

前
衛
的（
前
衛
‐
的
） 

呉
服
店（
呉
服
‐
店
） 

翻
訳
者（
翻
訳
‐
者
）

〇　

漢
字
四
字
以
上
の
熟
語

漢
字
四
字
以
上
の
熟
語
の
構
成
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①　

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

春
夏
秋
冬（
春
‐
夏
‐
秋
‐
冬
） 

都
道
府
県（
都
‐
道
‐
府
‐
県
）

前
後
左
右（
前
‐
後
‐
左
‐
右
） 

東
西
南
北（
東
‐
西
‐
南
‐
北
）

②　

二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

人
工
衛
星（
人
工
‐
衛
星
） 

化
学
繊
維（
化
学
‐
繊
維
）

異
常
気
象（
異
常
‐
気
象
） 

交
通
安
全（
交
通
‐
安
全
）

漢
字
四
字
以
上
の
熟
語
に
は
、
省
略
し
て
略
語
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

国
民
体
育
大
会　

↓　

国
体 

入
学
試
験　

↓　

入
試

〇　

接
頭
語
・
接
尾
語

接
頭
語
…
言
葉
の
前
に
つ
き
、
意
味
を
加
え
る
語
。

﹇
例
﹈
未
公
開
・
再
出
発
・
お
菓
子

接
尾
語
…
言
葉
の
あ
と
に
つ
き
、
意
味
を
加
え
る
語
。

﹇
例
﹈
計
画
性
・
舞
台
化
・
得
意
気

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾ 

‾



漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

テ
ー
マ
③

テ
ー
マ
③

ID

〇　

送
り
が
な

送
り
が
な
を
つ
け
る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。

①　

読
み
に
く
か
っ
た
り
、
読
み
間
違
え
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
な
ど
は
、
下
に
つ
く
語
に
よ
っ
て
形
が
変
わ
る
部

分
の
前
か
ら
送
り
が
な
を
つ
け
る
。

﹇
例
﹈
和
ら
ぐ
・
逆
ら
う
・
異
な
る

捕
ま
る
・
味
わ
う
・
大
き
い

冷
た
い
・
明
る
い
・
同
じ
だ

哀
れ
だ
・
幸
せ
だ
・
盛
ん
だ
・
巧
み
だ

②　

下
に
つ
く
語
に
よ
っ
て
形
の
変
わ
ら
な
い
語（
名
詞
）は
、
原
則
と
し
て
送
り
が
な
を
つ
け
な
い
。

﹇
例
﹈
花
・
山
・
月
・
男
・
女

彼
・
彼
女
・
何

③　

形
の
変
わ
ら
な
い
語
の
例
外

・
読
み
の
最
後
の
文
字
を
つ
け
る
語
も
あ
る
。

﹇
例
﹈
斜
め
・
幸
せ
・
傍
ら

便
り
・
勢
い

・
動
詞
や
形
容
詞
が
名
詞
に
な
っ
た
語
は
、
も
と
の
送
り
が
な
の
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
つ
け
る
。

﹇
例
﹈
動
く　

↓　

動
き

良
い　

↓　

良
さ

願
う　

↓　

願
い

激
し
さ
・
確
か
さ

幸
せ
・
惜
し
げ

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾ 

‾

‾ 

‾

‾‾‾

‾ 

‾

‾ 

‾



／9問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
1

ワ
ー
ク
1

ID

①②③④⑤⑥

①②③④⑤⑥①②③

①②③
（ 

ア　

租　
　

イ　

祖 

）父
の
墓
参
り
を
す
る
。

期
限
ま
で
に
書
類
を（ 

ア　

提　
　

イ　

堤 

）出
す
る
。

老
廃
物
を（ 

ア　

俳　
　

イ　

排 

）出
す
る
。

（ 

ア　

板　
　

イ　

版 

）画
を
刷
る
。

社
内
を（ 

ア　

清　
　

イ　

晴 

）掃
す
る
。

洗（ 

ア　

済　
　

イ　

剤 

）を
購
入
す
る
。

１　

次
の
文
の（　
　

）に
あ
て
は
ま
る
正
し
い
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

に
す
い

し
め
す
へ
ん

に
ん
べ
ん

従　
　

複　
　

凍　
　

優　
　

海　
　

福

２　

次
の
部
首
を
も
つ
漢
字
を
、
あ
と
の
語
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。



／9問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
1

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
1

＋

ID

①②③④⑤⑥

①②③④⑤⑥①②③

①②③

社
内
を（ 

ア　

清　
　

イ　

晴 
）掃
す
る
。

洗（ 

ア　

剤　
　

イ　

済 

）を
購
入
す
る
。

老
廃
物
を（ 

ア　

俳　
　

イ　

排 

）出
す
る
。

（ 

ア　

租　
　

イ　

祖 

）父
の
墓
参
り
を
す
る
。

期
限
ま
で
に
書
類
を（ 

ア　

提　
　

イ　

堤 

）出
す
る
。

（ 

ア　

板　
　

イ　

版 

）画
を
刷
る
。

１　

次
の
文
の（　
　
　

）に
あ
て
は
ま
る
正
し
い
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

こ
ろ
も
へ
ん

に
す
い

ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん

使　
　

海　
　

神　
　

従　
　

複　
　

凝

２　

次
の
部
首
を
も
つ
漢
字
を
、
あ
と
の
語
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。



／9問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
2

ワ
ー
ク
2

ID

①②

①②

入
学
試
験

国
民
体
育
大
会

３　

次
の
熟
語
の
略
語
を
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

①②③④⑤

①②③④⑤

自
意
識

大
中
小

再
提
出

呉
服
店

初
対
面

ア　

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

イ　

一
字
の
漢
字
と
二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

ウ　

二
字
の
熟
語
と
一
字
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

１　

次
の
熟
語
の
構
成
を
、
あ
と
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①②

①②

二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

都
道
府
県　
　

異
常
気
象

２　

次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
熟
語
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。



／9問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
2

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
2

＋

ID

①②

①②

国
民
体
育
大
会

入
学
試
験

３　

次
の
熟
語
の
略
語
を
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

①②③④⑤

①②③④⑤

手
荷
物

甲
乙
丙

独
創
性

松
竹
梅

不
名
誉

ア　

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

イ　

一
字
の
漢
字
と
二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

ウ　

二
字
の
熟
語
と
一
字
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

１　

次
の
熟
語
の
構
成
を
、
あ
と
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①②

①②

二
字
の
熟
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

一
字
の
漢
字
を
並
べ
た
も
の

化
学
繊
維　
　

春
夏
秋
冬

２　

次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
熟
語
を
、
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。



／10問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
3

ワ
ー
ク
3

ID

①②③④⑤

①②③④⑤①②③④⑤

勢（ 

ア　

い　
　

イ　

お
い 
）に
ま
か
せ
て
行
動
す
る
。

相
手
の
複
雑
な
動（ 

ア　

き　
　

イ　

ご
き 

）に
と
ま
ど
う
。

冷（ 

ア　

い　
　

イ　

た
い 

）水
に
手
を
つ
け
る
。

高
価
な
食
材
を
惜（ 

ア　

し
げ　
　

イ　

げ 

）も
な
く
使
う
。

最
近
の
流
行
に
逆（ 

ア　

う　
　

イ　

ら
う 

）作
風
。

①②③④⑤

道
路
を
ナ
ナ
メ
に
横
断
す
る
。

職
人
の
技
の
タ
シ
カ
サ
を
実
感
す
る
。

こ
の
地
域
で
は
お
茶
の
栽
培
が
サ
カ
ン
ダ
。

海
の
幸
を
ア
ジ
ワ
ウ
。

長
年
の
ネ
ガ
イ
が
か
な
う
。

２　

次
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
と
送
り
が
な
に
直
し
な
さ
い
。

１　

次
の
―
―
線
の
送
り
が
な
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

‾

‾

‾

‾‾



／9問

漢
字
・
語
句
12

年　
　
　

組　
　
　

番

氏
名

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
3

ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
3

＋

ID

①②③④⑤

①②③④⑤

巧（ 

ア　

く
み
な　

イ　

み
な 
）戦
術
を
使
う
。

生
き
る
こ
と
の
幸（ 

ア　

せ　
　

イ　

わ
せ 

）を
教
え
ら
れ
る
。

春
の
便（ 

ア　

り　
　

イ　

よ
り 

）が
伝
え
ら
れ
る
。

物
語
の
結
末
は
あ
ま
り
に
も
哀（ 

ア　

れ
だ　

イ　

わ
れ
だ 
）っ
た
。

危（ 

ア　

い　
　

イ　

な
い 

）と
こ
ろ
を
助
け
ら
れ
る
。

１　

次
の
―
―
線
の
送
り
が
な
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①②③④

①②③④

学
ぶ
こ
と
の
ク
ル
シ
サ
を
実
感
す
る
。

二
人
の
答
え
が
オ
ナ
ジ
ニ
な
る
。

表
現
の
ヨ
ロ
コ
ビ
を
知
る
。

逃
亡
中
の
犯
人
が
ツ
カ
マ
ル
。

２　

次
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
と
送
り
が
な
に
直
し
な
さ
い
。

‾

‾

‾

‾

‾
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